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児童生徒の豊かな人間関係づくりを目指す
指導・支援の工夫

－ソーシャルスキルトレーニングの取組を通して－

不登校やいじめ，対人関係のトラブルなど，児童生徒をめぐる諸問題の原因の一つとし

て，コミュニケーション能力の低下や人間関係の希薄化（心の触れ合いが乏しいこと）が

挙げられる。ここでは，対人関係を築くためのソーシャルスキルトレーニングの取組を通

したよりよい人間関係づくりのための指導・支援の工夫について提案する。

指導資料
鹿児島県総合教育センター

平成31年４月発行

生徒指導 第73号
対 象

校 種

小学校 中学校 義務教育学校

高等学校 特別支援学校

１ ソーシャルスキル教育の必要性

(1) ソーシャルスキルとは

ソーシャルスキル（social skills)は，心

理学において「人付き合いをうまくするため

の技術」，「対人関係を円滑に進める具体的

行動」とされている。また，生徒指導提要

（文科省2010)では，ソーシャルスキルを

「仲間関係を円滑にすすめ，維持していくた

めの能力」としている。

(2) 児童生徒のソーシャルスキルの現状と

人間関係の希薄化の背景

ソーシャルスキルは，子供時代の兄弟姉妹

や友達との日常的な対人的関わりや学校生活

を通して体験的に獲得されていくものと考え

られている。近年，少子化・核家族化により

家庭や地域での多様な年齢集団での交流関係

の機会が減少し, また，インターネット等の

ＩＣＴの急激な発展に伴い直接対面する必要

のないSNS等のコミュニケーションツールが

発達した。これらのことから，ソーシャルス

キルの学びを支える環境が乏しくなり，児童

生徒のソーシャルスキルが稚拙になっている

ことを多くの専門家は指摘している。

(3) ソーシャルスキル不足の影響

ソーシャルスキルが不足すると，対人関係

につまずきが増えることになる。不登校や中

退という学校不適応，学業不振やいじめに遭

うリスクの高まり，抑うつやストレスが高く

なることによる将来の健康被害の発生との関

連等も報告されている。

このようなことから，児童生徒の学校不適

応及び社会不適応の予防的・開発的支援とし

て，ソーシャルスキルを育てる取組が注目さ

れている。

(4) ソーシャルスキルと学校適応感

本課の調査研究「児童生徒の豊かな人間関

係づくりに関する研究Ⅱ」（Ｈ29～30，研究

紀要第123号）では，児童生徒のソーシャル

スキルについて調査をした。その結果，相手

の状況を理解して気配りをする「配慮スキ

ル」と，自らのことを正しく伝える「主張ス

キル」の両方が高い児童生徒は，学校適応感

も高くなっていた。また，ソーシャルスキル

の高い児童生徒は，「SNS利用時の心理状

態」も安定しており，SNSを適切に利用でき
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ている傾向があることも明らかになった。

このことから，ソーシャルスキルが高まる

と対人関係が円滑にいき，学校生活もうまく

送ることができると考えられる。

２ ソーシャルスキルトレーニング（SST）

の意義と有効性

集団での活動を苦手としている児童生徒に

対しては，言葉遣いや表情，気持ちのコント

ロールの仕方など，よりよい人間関係づくり

を促すためのスキルを身に付けさせることが

効果的である。

ソーシャルスキルトレーニング（以下「SS

T」という。）は，心理療法（個人療法）と

して始まったものだが，どのように行動して

よいのか困っている児童生徒への個別対応は

もちろん，不登校やいじめ問題などの未然防

止のために学級全体で取り組むことも有効で

ある。

(1) ソーシャルスキルの構成要素

(2) 基本のソーシャルスキル

対人関係で求められる基本のソーシャルス

キルは，次のとおりである。

■ 人間関係についての基本的な知識

遊びに加えてもらうときや初対面の
人と会うときにはどう言えばよいのか
など，対人行動についての基本的な知
識や人間関係に関する一定のマナーや
ルール

■ 相手の考えと気持ちの理解の方法
相手の表情や身振りから意図や気持

ちを読み取ったり，相手の言葉を理解
したりする方法

■ 自分の考えと気持ちの伝え方
自分の欲求や考えをその場の状況や

雰囲気に合わせた言葉・表情・身振り
でうまく伝える方法

■ 人間関係の問題を解決する方法
人間関係に関する様々な問題やトラ

ブル，葛藤に対処する方法

■ コミュニケーションスキル
・挨拶の仕方 ・自己紹介の仕方
・上手な聴き方 ・質問の仕方

■ 受容・遊び参入スキル
・仲間の誘い方 ・仲間の入り方

■ 受容・共感スキル
・あたたかい言葉の掛け方
・気持ちを分かっての働きかけ方

(3) SSTで学習するソーシャルスキル

ソーシャルスキルを日常生活で学ぶには，

家庭でのしつけ，学校での生活指導，友人関

係における失敗・成功体験等から自ら学んで

いくことになる。この場合，人との関わり方

について教授する人は，「しっかりと話を聞

きなさい。」，「相手の気持ちを考えて行動

しなさい。」など具体性に欠ける言い方にな

りがちである。

SSTでは，どのように行動すればよいかを

具体的に示して教えていく。例えば，「しっ

かりと聞く。」とは，「相手の顔を見る。」，

「相づちを打つ。」，「最後まで話を聞

く。」，「質問をする。」などとなる。さら

に，SSTでは，示された具体的行動を自分自

身で実際に実行して練習をさせる。そして，

その行動ができているかどうかのフィードバ

ックを受けることで自分の行動を学ばせてい

く。

３ ソーシャルスキルを見取るための「ソー

シャルスキルシート」

児童生徒のソーシャルスキルの習熟度や傾

向を把握する（アセスメント）方法の一つと

して質問紙「ソーシャルスキルシート」（鹿

児島県総合教育センターＷebサイトよりダウ

ンロード可能）があり，「配慮スキル」と

「主張スキル」の各８項目の計16項目からな

る。（図１）児童生徒自身が「どの程度でき

ていると思うか」を自己評価させて自己効力

感をアセスメントする内容となっている。

図１ 「ソーシャルスキルシート」の一部

■ 主張スキル
・優しい頼み方 ・上手な断り方
・自分を大切にした伝え方

■ 問題解決スキル
・トラブルの解決策の考え方
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個票・学級票（図２）は「配慮スキル」と

「主張スキル」の２つのスキルを縦軸・横軸

としたグラフから，２つのスキルの高低を視

覚的に捉えることができる。

４ 年間を通したSSTの取組

(1) 検証改善サイクル（R-PDCAサイクル)

SSTの効果をアセスメントする指標として

「ソーシャルスキルシート」の結果を検証改

善サイクル（図３）に位置付けることにより，

児童生徒の「配慮スキル」と「主張スキル」

がどのように変容したかを客観的に把握する

ことができるようになる。

図２「ソーシャルスキルシート」個票

①Ｒ：Reserch
質問紙「ソーシャルスキルシート」(１

回目)を実施し，児童生徒の「配慮スキ

ル」と「主張スキル」の実態や課題をア

セスメントする。

(2) 授業で行うSST

SSTは，「言語的教示」，「モデリング」，

「行動リハーサル」，「フィードバック」,

「定着化（般化）」の訓練要素がある。授業

でSSTを実施する場合は，次に示す順序で実

施すると効率的である。

ウォ－ミングアップ

挨拶と確認

SSTの基本的な約束事をする。

アイスブレイク

児童生徒同士の相互作用を増やし，

緊張感をほぐす。

スキル学習

言語的教示

練習するスキルの内容の必要性を説

明する。

モデリング

良いモデルと悪いモデルの両方を

ロールプレイングなどのモデリングで

示し，適切なスキルの使い方について

話し合わせる。

行動リハーサル

児童生徒同士がロールプレイングで

スキルを使う練習をする。

フィードバック

意見を出し合ったり，評価し合った

りする。

定着化（般化）

学習の振り返りとまとめをして，日

常場面での行動目標をもたせる。

図３ 検証改善サイクル

②Ｐ：Plan

アセスメントに基づいて，目標，SST

などの取組内容を設定する。

③Ｄ：Do

Planで設定した計画に基づいてSSTな

どの活動を実施する。

④Ｃ：Check
質問紙「ソーシャルスキルシート」（２

回目）を実施し，活動の成果と課題を点

検する。

⑤Ａ：Act
Checkで明らかになった活動の成果や

課題を踏まえ，ソーシャルスキルの変

容をReserchの段階との比較分析からア

セスメントする。必要に応じて目標や

取組の修正をする。
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(3) ソーシャルスキルを高める授業例

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

問題の解決「上手な断り方」学級活動（中学校）

１ ねらい

○ 相手の気持ちや立場を尊重しながら，問題を解決する方法を身に付ける。

○ 問題の解決のために協力し合うことの大切さに気付くことができる。

２ 実 際

段階 主な活動 時間 留 意 点 等

１ 挨拶と確認 10 ○ SSTの基本的な約束事を確認する。

２ アイスブレイク
学習の雰囲気づくり ○ 構成的グループエンカウンターなどのショートエクササイ

をする。 ズを活用して，生徒が安心して楽しく学習できるようにする。
３ 言語的教示 ５

学習するスキルにつ ○ 問題が起きたとき，友達に上手に断る方法について学習す

いて説明する。 ることを確認する。

４ モデリング 10

(1) モデルとして行う ○ 教師がモデルになり，３種類の断り方を演じ，それぞれど
ロールプレイングの んな感じを受けたか話し合い，断り方のポイントを明確にす
観察をする。 る。

ス

キ

ル

学

習

（

S
S (2) 断り方のポイント ○ 上手に断るポイントに気付かせる。
T を話し合う。 「相手が困っていることを理解」，「謝罪」，「断る理由」，「断
の りの表明」，「代わりの意見を提案する」
訓 ○ 円滑なコミュニケーションを行うためには，非言語的なス
練 キルも必要であることを確認する。
要 「相手のそばに行く」，「相手の顔を見て話す」，「相手にしっ
素 かり聞こえるように話す」
５ 行動リハーサル 15）

グループでロールプ ○ ３，４人のグループを作り，モデルの演じた場面設定で２
レイングをする。 人が演じ，残った人は観察者になって，２人のロールプレイ

ングを観察する。役割を交代して繰り返す。
６ フィードバック ５

よかったことや工夫 ○ 振り返り（シェアリング）を行い，演じているときの気持
したことを振り返る。 ちや観察者から見た感想等を話し合う。

７ 定着化（般化） ５
○ 学んだことを日常生活に積極的に活用することが大切であ日常の実践について
ることを話し，意欲化を図る。話し合う。

場 面： 生徒１は，習字道具を忘れ，友達の生徒２（隣の学級）に習字道具を貸してくれるように頼む。
生徒２は，自分も次の時間に習字をすることになっているので，貸すことはできないでいる場面。

生徒１ 「次の時間に習字があるんだ。忘れたから，貸してよ。友達でしょ！」

生徒２ Ａタイプ（受け身的な自己表現）
（小さな声で）「えっ。習字道具，忘れたの…。でも，…。」

Ｂタイプ（攻撃的な表現）
（怒鳴り声で）「え～っ，何言っているんだ。自分も次は習字だぞ。」

「そんなの貸せるわけないじゃん！」
Ｃタイプ（相互尊重した表現）
（落ち着いた声で）「そうか。習字用具を忘れたんだ。それは困るよね。でも，自分も次は習字

なんだ。ごめん，だから貸すことはできないんだ。そしたら，一緒に，他の
クラスの人に習字道具を持っていないか聞いてみようか。」

５ 終わりに

以上のように，「ソーシャルスキルシー

ト」等の質問紙を活用して児童生徒の実態を

的確にアセスメントし，検証改善サイクルに

沿ったSSTを計画的・継続的に取り組むこと

によって，児童生徒のソーシャルスキルが高

まり，よりよい人間関係が構築されていくと

考える。
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